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1. 平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 7,230 4.7 550 △15.7 507 △10.9 392 △3.4

28年3月期 6,908 3.0 652 261.8 569 242.7 406 ―

（注）包括利益 29年3月期　　424百万円 （13.0％） 28年3月期　　375百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 30.89 ― 14.7 5.6 7.6

28年3月期 31.98 ― 17.6 6.8 9.4

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 ―百万円 28年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 9,512 2,858 30.0 225.01

28年3月期 8,577 2,498 29.1 196.65

（参考） 自己資本 29年3月期 2,858百万円 28年3月期 2,498百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 303 △1,019 710 1,257

28年3月期 746 △145 △625 1,272

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― ― ― 5.00 5.00 63 15.6 2.7

29年3月期 ― ― ― 5.00 5.00 63 16.2 2.4

30年3月期(予想) ― ― ― 50.00 50.00 13.5

（注）当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を予定しており、平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当金につき
ましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当金は５円となり
ます。詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,750 5.8 360 30.5 330 33.3 220 18.6 17.31

通期 7,600 5.1 740 34.5 670 32.1 470 19.7 370.04

（注）平成30年3月期通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細は、「業績予想の適切な利
用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 12,861,992 株 28年3月期 12,861,992 株

② 期末自己株式数 29年3月期 158,855 株 28年3月期 154,906 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 12,705,902 株 28年3月期 12,709,561 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 7,147 4.8 539 △14.8 492 △10.5 382 △3.5

28年3月期 6,821 3.3 633 279.8 549 253.0 396 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年3月期 30.08 ―

28年3月期 31.17 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 9,487 2,912 30.7 229.24

28年3月期 8,538 2,575 30.2 202.67

（参考） 自己資本 29年3月期 2,912百万円 28年3月期 2,575百万円



2. 平成30年 3月期の個別業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,650 3.8 320 34.7 210 17.6 16.53

通期 7,400 3.5 650 32.1 450 17.7 354.29

（注）平成30年3月期通期の個別業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細は、「業績予想の適切な利
用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（株式併合後の配当及び業績予想について）

・当社は平成29年５月15日開催の取締役会において、平成29年６月28日開催予定の第69回定時株主総会に株式併合について付議することを決議し、同株主
総会での承認を条件に、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施することとしております。併せて同日付で単
元株式数の変更（1,000株から100株への変更）を実施する予定です。なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想および業績予想は以下の
とおりとなります。

（1）平成30年３月期の配当予想

　　１株当たり配当金　期末　５円00銭

（2）平成30年３月期の連結業績予想

　　１株当たり当期純利益　通期　37円00銭

（3）平成30年３月期の個別業績予想

　　１株当たり当期純利益　通期　35円42銭

（決算補足説明資料の入手方法）

・当社は、平成29年６月９日（金）にアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明会資料については、開催後速やかに当社ホー
ムページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度のわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に改善の動きが見られ、設備投資も増加するなど全

体としては緩やかな回復基調が持続しました。

また、世界経済は、主要な先進国を中心に全体として緩やかな回復が継続しました。米国では雇用環境の着実な

改善を背景に堅調に回復が続き、欧州では英国のＥＵ離脱問題等があるものの緩やかな回復基調となりました。ア

ジア地域の新興国では一部に停滞感はあるものの、中国では政府の景気対策を背景に比較的安定した成長となりま

した。

このような事業環境のもと、より快適で豊かな暮らしに貢献できる製品造りをコンセプトに、お客様の多様なニ

ーズに迅速・的確に対応するため、新技術・新製品開発へ積極的に取り組んでまいりました。また、生産能力の向

上を図るため工場の増築を行い、最新の生産設備の増設と拡充を進め稼働を開始いたしました。生産能力の強化に

よる増産体制の構築と生産性向上を実現いたします。また、総人員の圧縮と適正配置、在庫管理の徹底による削減

と適正数量確保、間接費用の継続的削減活動の展開など、生産体制の合理化と業務の効率化を継続して推進し企業

体質の強化に努めてまいりました。さらに、生産から出荷・在庫管理に亘る管理システム全般の整備を継続的に推

進し生産体制の強化を図るとともに、強固な事業基盤の構築に努めてまいりました。また、海外展開を強化すべく

ドイツ代表事務所を開設し営業活動を開始しました。

中核事業のひとつである医療機器事業は、主力のコンドームを取り巻く国内市場環境は依然として厳しい状況が

続いております。一方、海外市場においては継続的なアプローチが奏功し、継続的かつ安定的なオファーを確保し

新たな展望が開けました。もうひとつの主力部門である精密機器事業は、国内外の製造関連企業を中心とした顧客

ニーズに対応すべく、生命線である製品開発に取り組むと同時に、積極的な提案営業を展開してまいりました。ま

た、より一層の生産体制強化を図るため、工場増築に合わせ複数の生産ラインを新規に投入してまいりました。

その結果、当連結会計年度の売上高は、72億３千万円と前年同期と比べ３億２千１百万円(4.7%)の増加となりま

した。

また、利益面につきましては、価格競争激化、新製品販売に向けた販促費投入、工場増築に伴う一時的費用負担、

設備導入による減価償却費負担や一部在庫の評価減計上等の利益圧迫要因がありました。一方、設備投資を中心と

した生産合理化と経営全般に亘る効率化を図るとともに諸経費の節減に努めましたが、営業利益は５億５千万円と

前年同期と比べ１億２百万円(△15.7%)の減益となり、経常利益は５億７百万円と前年同期と比べ６千２百万円(△

10.9%)の減益となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は３億９千２百万円と前年同期と比べ１千３

百万円(△3.4%)の減益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。なお、セグメント損益は、営業利益または営業損失に基づ

いております。

① 医療機器事業

主力のコンドームは、国内市場においては大型小売店・ドラッグストア・コンビニエンスストアを中心とした

販売チャネルの拡大および新規ルートの開拓に加え、ネット販売についてもＷｅｂ広告の展開や販売体制構築を

重点的に推進いたしました。また、ドラッグストア、量販店とのタイアップ企画や販促キャンペーンの展開や、

ＳＮＳを媒体とした販促活動にも注力いたしました。マーケットリサーチの展開、店頭販売協力体制の強化、定

番品の確保、周辺カテゴリー商品の新規投入を進めシェア拡大を推進いたしました。

国内市場では依然として消費の減少傾向、価格競争、価格の２極化が続きました。また、ここ数年来の天然ゴ

ムに代わる新素材製品のシェア上昇傾向も続きました。新素材コンドームは継続的に販促を強化すると同時に、

新製品を投入しラインナップの充実を図りました。天然ゴム素材製品を主体とする当社は厳しい展開を余儀なく

されましたが、新素材商品の底上げもあり増収となりました。また、冷却商品は売れ筋アイテムへの絞込みが奏

功し売上、利益とも前年水準を維持いたしました。一方、輸出につきましては、アジア地域・欧州を中心とした

日本製高品質をアピールした提案と新規開拓を継続いたしました。継続的な営業活動と生産体制再構築の取り組

みが奏功し、安定的な受注が可能となり大幅な増収となりました。

メディカル製品については、医療現場での感染防止意識の高まりにつれて、超音波診断装置等のプローブカバ

ー(感染予防製品)、内視鏡用の医療バルーンを中心として引き続き堅調に推移いたしました。また、医療現場の

ニーズに応えるべく開発したアレルギーフリー新素材製品は市場の認知度も上がり、引き続き堅調に推移いたし

ました。
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この結果、売上高は20億９千８百万円と前年同期と比べ１億１千５百万円(5.8%)の増加となりました。

セグメント損益は、生産合理化投資を継続的に進める中で一定の増産・増収効果は認められたものの、製造ラ

イン改造等による稼働率の低下や減価償却費負担等により、２千１百万円の損失（前年同期は１千８百万円の利

益）となりました。

② 精密機器事業

主力のショックアブソーバおよびロータリーダンパーは、継続的な提案営業の展開や景気回復に伴い引き続き

受注は堅調に推移いたしました。国内市場においては、ユーザー評価の高い主力製品の小型ショックアブソーバ

および小型ロータリーダンパーが、製品バリエーション強化と性能面の進化により、売上と利益に安定的に寄与

いたしました。従来から主要な市場として位置付け、重点的に市場開拓を継続している住宅設備関連は、上半期

の生産調整の影響も払拭され大幅な増収となりました。家電、複合機関連、自動車関連の分野でも受注は堅調に

推移いたしました。また、一般産業用生産設備の分野では下半期より設備投資が徐々に回復し、産業用向けショ

ックアブソーバは大幅な受注増となりました。海外市場では当社の大手取引先の生産調整により受注が伸び悩み、

前年を下回る実績となりましたが、新たな顧客からの受注増加が見込まれます。また、拡大する国内外の受注に

対応すべく、生産能力の増強に向けた工場の増設が完了し稼働を開始いたしました。

当連結会計年度についても、従来から推進している製造ラインの全自動化・半自動化、加えて増産に向けた自

動化ラインの新規投入による製造原価低減、人員の適正配置を含めた生産効率化と製造経費の低減、販売費節減

への継続的取り組みを行い、コスト圧迫要因の吸収に注力いたしました。

この結果、売上高は45億１千９百万円と前年同期と比べ２億６千５百万円(6.2%)の増加となりました。

セグメント利益は、工場増設による生産合理化をベースとした原価低減が実現する一方、海外での利益率の高

い製品の販売比率低下や、工場増築に関連した修繕費等の一時的負担が利益を圧迫し、９億２千３百万円と前年

同期と比べ２千１百万円（△2.3%）の減益となりました。

③ ＳＰ事業

ゴム風船が主力となる販促用品市場はニーズの多様化と市場の縮小が続きましたが、景気が回復する中、広告

販促活動やイベント等が徐々に増加しました。従来から継続している提案営業をベースにした新たな企画商品の

提案が評価され、新規の大型案件の受注が実現しました。主力のゴム風船およびフィルムバルーンの受注も徐々

に回復しました。売上はやや苦戦しましたが、新たな制作委託先の開拓や物流の見直しによるコスト削減が奏功

し増益となりました。また、下半期には売上、利益とも底を脱し回復基調に転じました。

この結果、売上高は５億３百万円と前年同期と比べ１千３百万円(△2.7%)の減少となりました。

セグメント利益は、２千３百万円と前年同期と比べ１千万円(86.0%)の増益となりました。

④ その他

売上高は１億９百万円と前年同期と比べ４千５百万円(△29.5%)の減少となりました。

セグメント利益は、減収となったものの一定の利益率を確保し、１千５百万円と前年同期と比べ１千６百万円

(△51.0%)の減益となりました。

　

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は、95億１千２百万円となり、前連結会計年度末と比べ９億３千５百万円増加しまし

た。主な増加要因は、建物及び構築物の７億２百万円や機械装置及び運搬具の２億９千７百万円の増加などであり、

主な減少要因は、建設仮勘定の４億６百万円の減少などによるものであります。

負債総額は66億５千４百万円となり、前連結会計年度末と比べ５億７千５百万円増加しました。主な増加要因は、

長期借入金の11億６千９百万円の増加などであり、主な減少要因は、短期借入金の７億円の減少などによるもので

あります。

　純資産総額は28億５千８百万円となり、前連結会計年度末と比べ３億５千９百万円増加しました。主な要因は、

利益剰余金の３億２千８百万円の増加などによるものであります。この結果、自己資本比率は30.0％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、12億５千７百万円と前年同期と比べ

１千４百万円(△1.2％)の減少となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、前年同期と比べ４億４千３百万円（△59.3%）減少し、３億３百万円となりま

した。

資金の主な増加要因は税金等調整前当期純利益の５億６百万円、減価償却費の３億２百万円などであり、主な

減少要因は法人税等の支払額２億８百万円、売上債権の増加１億４千２百万円、たな卸資産の増加１億２千１百

万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は前年同期と比べ８億７千３百万円（600.0%）増加し、10億１千９百万円となり

ました。

資金の主な減少要因は有形固定資産の取得10億６百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られた資金は、７億１千万円（前年同期は６億２千５百万円の支出）となりました。

資金の主な増加要因は長期借入れによる収入16億６千４百万円、社債の発行による収入２億円などであり、主

な減少要因は短期借入金の返済７億円、長期借入金の返済２億６千８百万円などであります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、わが国経済は企業収益、雇用、所得環境等の継続的な改善が見込まれ、景気回復

の継続が期待されるものの、米国や欧州の景気や政治動向、中国経済の再減速などの懸念材料もあり、先行きには

不透明感が続くものと予想されます。

このような状況のもと、医療機器事業においては消費者ニーズ・市場動向を的確に把握し、消費者の目線に立っ

た製品開発と市場投入を継続的に推進してまいります。また、継続的に取り組んでおります生産システムの合理化

に向けた設備投資を継続し、収益基盤の強化に取り組んでまいります。

　精密機器事業では、住宅設備、自動車、家電、一般産業用設備等の市場をメインターゲットとして、顧客ニーズ

を的確に把握すると同時に新素材・高機能製品の開発に努めてまいります。また、生産体制の合理化・効率化およ

び生産ライン拡張を目指して増設した工場の安定稼働を維持し、継続的に自動化設備を投入してまいります。

　ＳＰ事業では景気回復局面の中で、販促用商品市場も徐々に回復しており収益の改善が見込まれます。

　以上により、通期の連結業績見通しは、売上高76億円（前年同期比5.1％増）、営業利益７億４千万円（前年同期

比34.5％増）、経常利益６億７千万円（前年同期比32.1％増）、当期純利益４億７千万円（前年同期比19.7％増）

を予想しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、将来における国際会計基準の適用につきましては、国内の国際会計基準適用動向等を踏まえ、検討を進めて

いく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,619,545 1,604,842

受取手形及び売掛金 1,930,900 2,018,183

電子記録債権 51,360 106,120

商品及び製品 350,774 349,438

仕掛品 574,689 645,236

原材料及び貯蔵品 576,907 628,653

繰延税金資産 86,009 69,870

その他 39,921 124,820

貸倒引当金 △2,184 △1,067

流動資産合計 5,227,924 5,546,097

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,228,866 2,987,280

減価償却累計額 △1,553,410 △1,609,659

建物及び構築物（純額） 675,456 1,377,620

機械装置及び運搬具 1,593,866 1,960,593

減価償却累計額 △1,446,216 △1,515,538

機械装置及び運搬具（純額） 147,649 445,054

土地 1,177,832 1,179,632

リース資産 488,095 597,836

減価償却累計額 △184,062 △249,159

リース資産（純額） 304,033 348,677

建設仮勘定 451,183 44,666

その他 939,175 973,943

減価償却累計額 △862,094 △890,688

その他（純額） 77,081 83,255

有形固定資産合計 2,833,235 3,478,906

無形固定資産 126,435 100,352

投資その他の資産

投資有価証券 275,186 305,304

繰延税金資産 104,819 73,036

その他 13,040 9,213

貸倒引当金 △7,346 △5,271

投資その他の資産合計 385,699 382,283

固定資産合計 3,345,370 3,961,543

繰延資産 4,105 5,241

資産合計 8,577,400 9,512,882
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,131,813 373,479

電子記録債務 - 844,045

短期借入金 2,008,000 1,308,000

1年内償還予定の社債 20,000 420,000

1年内返済予定の長期借入金 200,000 426,660

リース債務 78,108 121,218

未払法人税等 148,333 27,129

未払消費税等 30,587 1,232

未払費用 192,395 218,473

賞与引当金 121,291 123,834

設備関係支払手形 447,575 3,456

設備関係電子記録債務 - 244,105

その他 91,698 54,300

流動負債合計 4,469,803 4,165,935

固定負債

社債 420,000 200,000

長期借入金 400,000 1,569,010

リース債務 330,779 313,637

再評価に係る繰延税金負債 122,911 122,911

退職給付に係る負債 272,015 220,061

その他 63,092 62,892

固定負債合計 1,608,798 2,488,512

負債合計 6,078,601 6,654,447

純資産の部

株主資本

資本金 643,099 643,099

資本剰余金 248,362 248,362

利益剰余金 1,334,907 1,663,894

自己株式 △33,118 △34,127

株主資本合計 2,193,252 2,521,229

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 67,813 86,902

土地再評価差額金 278,760 278,760

為替換算調整勘定 17,576 9,036

退職給付に係る調整累計額 △58,603 △37,493

その他の包括利益累計額合計 305,546 337,205

純資産合計 2,498,798 2,858,434

負債純資産合計 8,577,400 9,512,882
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 6,908,460 7,230,187

売上原価 5,006,464 5,347,104

売上総利益 1,901,996 1,883,083

販売費及び一般管理費 1,249,923 1,333,066

営業利益 652,072 550,016

営業外収益

受取利息及び配当金 6,855 6,838

受取賃貸料 2,266 4,532

受取保険金 1,569 94

その他 9,311 10,494

営業外収益合計 20,002 21,959

営業外費用

支払利息 56,536 57,662

賃貸費用 855 1,787

シンジケートローン手数料 31,000 750

その他 14,085 4,511

営業外費用合計 102,477 64,711

経常利益 569,598 507,264

特別利益

投資有価証券売却益 37,558 -

特別利益合計 37,558 -

特別損失

固定資産除却損 1,665 749

特別損失合計 1,665 749

税金等調整前当期純利益 605,491 506,515

法人税、住民税及び事業税 141,207 81,792

法人税等調整額 57,818 32,200

法人税等合計 199,026 113,993

当期純利益 406,465 392,521

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 406,465 392,521
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 406,465 392,521

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,285 19,088

土地再評価差額金 3,615 -

為替換算調整勘定 △3,763 △8,539

退職給付に係る調整額 △43,145 21,110

その他の包括利益合計 △31,008 31,659

包括利益 375,457 424,180

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 375,457 424,180

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 643,099 248,362 928,442 △30,775 1,789,129

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属す

る当期純利益
406,465 406,465

自己株式の取得 △2,342 △2,342

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 406,465 △2,342 404,122

当期末残高 643,099 248,362 1,334,907 △33,118 2,193,252

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 55,528 275,145 21,339 △15,458 336,554 2,125,684

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属す

る当期純利益
406,465

自己株式の取得 △2,342

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

12,285 3,615 △3,763 △43,145 △31,008 △31,008

当期変動額合計 12,285 3,615 △3,763 △43,145 △31,008 373,114

当期末残高 67,813 278,760 17,576 △58,603 305,546 2,498,798
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 643,099 248,362 1,334,907 △33,118 2,193,252

当期変動額

剰余金の配当 △63,535 △63,535

親会社株主に帰属す

る当期純利益
392,521 392,521

自己株式の取得 △1,009 △1,009

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 328,986 △1,009 327,977

当期末残高 643,099 248,362 1,663,894 △34,127 2,521,229

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 67,813 278,760 17,576 △58,603 305,546 2,498,798

当期変動額

剰余金の配当 △63,535

親会社株主に帰属す

る当期純利益
392,521

自己株式の取得 △1,009

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

19,088 △8,539 21,110 31,659 31,659

当期変動額合計 19,088 ― △8,539 21,110 31,659 359,636

当期末残高 86,902 278,760 9,036 △37,493 337,205 2,858,434
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 605,491 506,515

減価償却費 249,455 302,113

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,035 △3,192

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △28,498 △21,513

受取利息及び受取配当金 △6,855 △6,838

受取保険金 △1,569 △94

支払利息 56,536 57,662

シンジケートローン手数料 31,000 750

社債発行費償却 2,239 2,480

投資有価証券売却損益（△は益） △37,558 -

有形固定資産除却損 1,665 749

売上債権の増減額（△は増加） △8,629 △142,848

たな卸資産の増減額（△は増加） △62,609 △121,207

未収入金の増減額（△は増加） △1,039 △54,930

仕入債務の増減額（△は減少） △109,573 87,082

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,918 △29,354

その他 61,415 △13,645

小計 749,587 563,729

利息及び配当金の受取額 6,855 6,838

保険金の受取額 1,569 94

利息の支払額 △55,426 △58,565

法人税等の支払額 - △208,297

法人税等の還付額 44,289 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 746,875 303,799

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △213,464 △1,006,127

無形固定資産の取得による支出 △3,517 △11,802

投資有価証券の取得による支出 △4,301 △4,616

投資有価証券の売却による収入 70,649 -

その他 5,045 3,430

投資活動によるキャッシュ・フロー △145,587 △1,019,114

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △700,000

長期借入れによる収入 - 1,664,000

長期借入金の返済による支出 △200,000 △268,330

シンジケートローン手数料の支払による支出 △31,000 △9,000

社債の発行による収入 - 200,000

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

リース債務の返済による支出 △71,734 △91,862

自己株式の取得による支出 △2,342 △1,009

配当金の支払額 △583 △63,347

財務活動によるキャッシュ・フロー △625,660 710,450

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,821 △9,837

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,194 △14,702

現金及び現金同等物の期首残高 1,301,340 1,272,145

現金及び現金同等物の期末残高 1,272,145 1,257,442
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 2社

　不二ライフ㈱、FUJI LATEX SHANGHAI CO.,LTD.

非連結子会社

　該当ありません。

２ 持分法の適用に関する事項

　該当ありません。

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結会社の決算日は、FUJI LATEX SHANGHAI CO.,LTD.を除き、すべて連結決算日と一致しております。

　FUJI LATEX SHANGHAI CO.,LTD.の決算日は、12月31日でありますが、連結財務諸表作成にあたっては、決算日の

差異が3カ月以内であるので、子会社の決算財務諸表を使用しております。

　なお、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

４ 会計方針に関する事項

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定)

時価のないもの

　移動平均法による原価法

　(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

　通常の販売目的で保有するたな卸資産

　移動平均法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)

　(3) 固定資産の減価償却の方法

　 ① 有形固定資産(リース資産を除く)

定率法によっております。ただし、建物(建物附属設備を除く)並びに平成28年４月１日以降に取得した建物

附属設備及び構築物については、定額法によっております。

　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

　また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年

間で均等償却する方法によっております。

　 ② 無形固定資産(リース資産を除く)

　定額法によっております。

　ただし、ソフトウエア(自社利用分)については、社内における利用可能期間(３年ないし５年)に基づく定額法

によっております。

　 ③ リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とした定額法によっております。

　なお、残存価額については、リース契約上に残価保証があるものは当該残価保証額とし、それ以外のものはゼ

ロとしております。

　(4) 繰延資産の処理方法

　 社債発行費

　償還期間にわたり、定額法により償却しております。
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　(5) 引当金の計上基準

　 ① 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　 ② 賞与引当金

　従業員に対し、支給する賞与の支払いに充てるため、支給見込額のうち会社で定めた支給対象期間中の当連結

会計年度負担分を計上しております。

　(6) 退職給付に係る会計処理の方法

　 ① 退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

　 ② 数理計算上の差異の費用処理方法

　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

(7) 連結財務諸表の作成の基礎となった連結会社の財務諸表の作成に当たって採用した重要な外貨建の資産又は負債

の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

(8) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

特例処理の要件を満たす金利スワップについては、特例処理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…金利スワップ

ヘッジ対象…借入金利息

③ ヘッジ方針

借入金の金利変動リスクを低減する目的で金利スワップ取引を行っており、投機的な取引は行っておりません。

なお、ヘッジ対象の識別は個別契約毎に行っております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップの特例処理の要件を満たしているため、有効性の評価を省略しております。

(9) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資を資金の範囲としております。

(10) 消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ15,516千円増加しており

ます。
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(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、本社に製品販売別の営業部を置き、各営業部は取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

　従って、当社は営業部を基礎とした製品別セグメントから構成されており、「医療機器事業」及び「精密機器事

業」並びに「ＳＰ事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「医療機器事業」は、主にコンドーム・プローブカバーの製造販売をしております。「精密機器事業」は、緩衝器

の製造販売をしております。「ＳＰ事業」は、バルーンの製造販売と販売促進用品の販売をしております。

　

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業の会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と概

ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しており

ます。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「医療機器事業」のセグメント損失が524千円減少し、

「精密機器事業」のセグメント利益が14,505千円増加し、「ＳＰ事業」のセグメント利益が52千円増加し、「その

他」のセグメント利益が297千円増加しております。また、調整額に含まれる各報告セグメントに配分していない全社

費用が136千円減少しております。

　

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

連結財務諸
表計上額
　(注) ３医療機器

事業
精密機器
事業

ＳＰ事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

1,982,272 4,253,582 517,557 6,753,411 155,048 6,908,460 ― 6,908,460

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 1,982,272 4,253,582 517,557 6,753,411 155,048 6,908,460 ― 6,908,460

セグメント利益 18,737 944,964 12,711 976,413 31,513 1,007,927 △355,854 652,072

セグメント資産 1,791,961 3,901,136 273,188 5,966,285 109,156 6,075,442 2,501,958 8,577,400

その他の項目

減価償却費 33,556 175,997 3,625 213,179 2,269 215,449 34,005 249,455

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

129,678 566,077 3,440 699,196 4,252 703,449 24,054 727,503

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食容器事業を含んでおります。

２ 調整額は以下のとおりであります。

　(1) セグメント利益の調整額△355,854千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　(2) セグメント資産の調整額2,501,958千円は、主に各報告セグメントに配分していない現預金1,446,896千

円と有形固定資産680,546千円が含まれております。有形固定資産は、主に報告セグメントに帰属しない本

社建物であります。

　(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額24,054千円は、報告セグメントに帰属しない全社扱い

の設備投資であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

連結財務諸
表計上額
　(注) ３医療機器

事業
精密機器
事業

ＳＰ事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

2,098,208 4,519,003 503,715 7,120,926 109,261 7,230,187 ― 7,230,187

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 2,098,208 4,519,003 503,715 7,120,926 109,261 7,230,187 ― 7,230,187

セグメント利益
又は損失(△)

△21,314 923,326 23,641 925,653 15,457 941,110 △391,094 550,016

セグメント資産 2,110,081 4,421,676 287,788 6,819,546 110,401 6,929,947 2,582,935 9,512,882

その他の項目

減価償却費 75,791 187,442 1,426 264,660 2,690 267,351 34,761 302,113

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

278,661 607,460 1,510 887,633 8,398 896,031 26,404 922,435

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食容器事業を含んでおります。

２ 調整額は以下のとおりであります。

　(1) セグメント利益の調整額△391,094千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　(2) セグメント資産の調整額2,582,935千円は、主に各報告セグメントに配分していない現預金1,438,366千

円と有形固定資産685,507千円が含まれております。有形固定資産は、主に報告セグメントに帰属しない本

社建物であります。

　(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額26,404千円は、報告セグメントに帰属しない全社扱い

の設備投資であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 196.65円 225.01円

１株当たり当期純利益金額 31.98円 30.89円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 406,465 392,521

　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

406,465 392,521

　普通株式の期中平均株式数(株) 12,709,561 12,705,902

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当連結会計年度

(平成29年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,498,798 2,858,434

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 2,498,798 2,858,434

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

12,707,086 12,703,137

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,446,896 1,438,366

受取手形 541,664 552,944

売掛金 1,404,265 1,478,349

電子記録債権 51,360 106,120

商品及び製品 348,153 345,752

仕掛品 574,689 645,236

原材料及び貯蔵品 576,085 628,653

繰延税金資産 85,220 69,126

未収入金 5,224 60,411

その他 32,490 61,697

貸倒引当金 △2,224 △1,013

流動資産合計 5,063,826 5,385,645

固定資産

有形固定資産

建物 648,828 1,315,169

構築物 26,627 62,451

機械及び装置 147,649 445,054

工具、器具及び備品 75,939 82,097

土地 1,209,797 1,211,597

リース資産 304,033 348,677

建設仮勘定 451,183 44,666

有形固定資産合計 2,864,059 3,509,713

無形固定資産

特許権 5,312 4,062

借地権 856 856

ソフトウエア 113,222 88,482

電話加入権 6,253 6,253

無形固定資産合計 125,644 99,655

投資その他の資産

投資有価証券 275,186 305,304

関係会社株式 127,542 127,542

出資金 20 20

繰延税金資産 73,445 51,205

差入保証金 3,228 3,430

その他 6,923 2,709

貸倒引当金 △5,001 △2,801

投資その他の資産合計 481,344 487,411

固定資産合計 3,471,048 4,096,780

繰延資産

社債発行費 4,105 5,241

繰延資産合計 4,105 5,241

資産合計 8,538,980 9,487,667

決算短信（宝印刷） 2017年05月12日 17時03分 17ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



不二ラテックス株式会社(5199) 平成29年３月期 決算短信

18

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 864,133 97,172

電子記録債務 - 844,045

買掛金 261,881 273,999

短期借入金 2,008,000 1,308,000

1年内償還予定の社債 20,000 420,000

1年内返済予定の長期借入金 200,000 426,660

リース債務 78,108 121,218

未払金 51,691 13,210

未払費用 191,237 216,997

未払法人税等 143,507 25,985

未払消費税等 29,375 -

預り金 20,210 24,300

賞与引当金 119,611 122,121

設備関係支払手形 447,575 3,456

設備関係電子記録債務 - 244,105

その他 14,164 10,658

流動負債合計 4,449,498 4,151,931

固定負債

社債 420,000 200,000

長期借入金 400,000 1,569,010

リース債務 330,779 313,637

再評価に係る繰延税金負債 122,911 122,911

退職給付引当金 177,529 155,127

長期預り保証金 7,658 7,658

その他 55,234 55,234

固定負債合計 1,514,112 2,423,578

負債合計 5,963,610 6,575,510

純資産の部

株主資本

資本金 643,099 643,099

資本剰余金

資本準備金 248,362 248,362

資本剰余金合計 248,362 248,362

利益剰余金

利益準備金 175,375 175,375

その他利益剰余金

別途積立金 242,000 242,000

繰越利益剰余金 953,076 1,271,784

利益剰余金合計 1,370,451 1,689,159

自己株式 △33,118 △34,127

株主資本合計 2,228,795 2,546,494

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 67,813 86,902

土地再評価差額金 278,760 278,760

評価・換算差額等合計 346,573 365,662

純資産合計 2,575,369 2,912,157

負債純資産合計 8,538,980 9,487,667
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 6,821,504 7,147,102

売上原価 4,996,238 5,332,956

売上総利益 1,825,265 1,814,146

販売費及び一般管理費 1,191,910 1,274,408

営業利益 633,354 539,738

営業外収益

受取利息 303 236

受取配当金 6,210 6,397

受取賃貸料 5,478 7,944

受取保険金 1,569 94

雑収入 8,886 9,127

営業外収益合計 22,448 23,800

営業外費用

支払利息 53,999 54,951

社債利息 2,537 2,710

社債発行費償却 2,239 2,480

賃貸費用 1,807 2,817

支払保証料 2,089 2,014

為替差損 12,109 5,786

シンジケートローン手数料 31,000 750

雑損失 167 16

営業外費用合計 105,950 71,527

経常利益 549,852 492,011

特別利益

投資有価証券売却益 37,558 -

特別利益合計 37,558 -

特別損失

減損損失 747 -

固定資産除却損 1,665 632

特別損失合計 2,412 632

税引前当期純利益 584,998 491,378

法人税、住民税及び事業税 135,929 77,215

法人税等調整額 52,876 31,920

法人税等合計 188,805 109,135

当期純利益 396,192 382,243
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 643,099 248,362 248,362 175,375 242,000 556,883 974,258

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益 396,192 396,192

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 396,192 396,192

当期末残高 643,099 248,362 248,362 175,375 242,000 953,076 1,370,451

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △30,775 1,834,946 55,528 275,145 330,673 2,165,619

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益 396,192 396,192

自己株式の取得 △2,342 △2,342 △2,342

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

12,285 3,615 15,900 15,900

当期変動額合計 △2,342 393,849 12,285 3,615 15,900 409,750

当期末残高 △33,118 2,228,795 67,813 278,760 346,573 2,575,369
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当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 643,099 248,362 248,362 175,375 242,000 953,076 1,370,451

当期変動額

剰余金の配当 △63,535 △63,535

当期純利益 382,243 382,243

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 318,708 318,708

当期末残高 643,099 248,362 248,362 175,375 242,000 1,271,784 1,689,159

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △33,118 2,228,795 67,813 278,760 346,573 2,575,369

当期変動額

剰余金の配当 △63,535 △63,535

当期純利益 382,243 382,243

自己株式の取得 △1,009 △1,009 △1,009

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

19,088 19,088 19,088

当期変動額合計 △1,009 317,698 19,088 ― 19,088 336,787

当期末残高 △34,127 2,546,494 86,902 278,760 365,662 2,912,157
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